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京都市崇仁保育所の民間移管に関する保護者御意見 

 

 平成３０年２月２０日に開催した第１４回選定部会において，保護者と選定部会委

員との意見交換を実施する予定であったが，参加された保護者の方から，未だとりま

とめられていない募集要項（案）に対しては意見ができないとの発言があり，選定部

会として御意見を伺えなかったことから，保護者に対して以下のとおり意見を募集し

た。 

 

１ 意見募集期間 

  平成３０年２月２３日（金）から３月２日（金）まで 

 

２ 対象者 

  崇仁保育所を利用している全児童の保護者 

 

３ 回答数 

  ４件 

  

４ 質問項目に対する回答 

   クラス担当については，市の保育士と法人の保育士が一緒に担当となり，保育

の引継ぎを行うことについて，御意見があれば記載してください。 

・ 決まってもいないことに対して意見を言うことはできません。説明が不足し

ていると思います。 

・ 当然，市と法人の双方で保育にあたり，市の保育の質をひきつぐべきだと思

います。ただ，崇仁の保育士にも，忌憚ない意見が書けるように無記名で意見

をきいてやり方を考えるべきだと思います。 

・ 年齢や子どもさんによっても違うと思うので，どちらがよいのか悩みます。

とにかく何かあった時に，きちんと責任をもって対応していただけることをの

ぞみます。 

 

   市の保育士の派遣期間については，５年ではなく３年とすることについて，御

意見があれば記載してください。 

・ ５年，３年の根拠は何ですか。効率ではなく保育の責任を果たせる方法を示

して下さい。 

・ 市の保育士の担当日数，時間，どのような立場の人が行くのか，これまでの 

説明や資料をみても全く分かりません。きちんと説明会を開いて下さい。 

・ 今のままでは情報が足らず，意見が書けません。方針がコロコロ変わってい

てとまどっている。 

・ どちらであっても子どもをきちんと見ていただければいいです。 

 

資料１ 
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   園舎の整備において，御意見があれば記載してください。 

  （現在の崇仁保育所の使い勝手や評価，新園舎に望むこと，子育て環境として重

要視すること等） 

・ 全てにおいて現崇仁保育所を下まわることはあってはならないと思います。 

・ 広い園庭，園舎を気に入って入れています。現在の設備（常設プールや保育

室など）は最低限用意してほしいです。これだけ狭くなると今の保育を維持す

るのは，不可能だと思います。 

・ 園庭を広くしてほしい。今の崇仁保育所の園庭やプールの広さはそのまま引

きついでほしい。子供達がのびのび遊べる環境にしてほしい。予算をケチらな

いでほしい（私的には芸大移転予算を削ってでも保育所に回すべきだと思う） 

・ 砂場，プールをつくってほしいです。 

・ 広い園庭 

・ 陽当たり，明るさ 

・ 安全性 

・ 子どもが安心してのびのび過ごせる環境 

 

   その他，御意見があれば記入ください。 

・ なぜ重要な検討事項の説明会をしてくれないのですか。この状態ではお答え

できません。 

・ 京都市の進め方，説明会がない，資料は選定部会資料のコピー丸なげで，要

点のまとめ，保護者がわかりやすいように，見やすいように，とする配慮すら

ない。すべてに不満があります。その京都市が一方的に進める民営化には，不

安しかありません。せめて説明会は開いてほしいです。今のままでは意見も出

せません。 

・ 保護者同士が様々な意見を出し合えるように保護者説明会の場をもうけてほ

しい。子どもに影響がでないようにを最優先してほしい。 

 

 



平成３０年２月２３日  

京都市崇仁保育所 保護者の皆様 

市営保育所移管先選定部会  

事務局 幼保総合支援室  

 

京都市崇仁保育所の民間移管に関する御意見について 

 

崇仁保育所の民間移管はこれまでの市営保育所の民間移管と異なり，園舎の移転と

民間移管が同時に行われることを踏まえて，児童への精神的負担に配慮した移管を行

うことができるよう，市営保育所移管先選定部会（以下「選定部会」という。）で審

議しています。 

 

これまでの選定部会において，保護者説明会での保護者意見や市営保育所の保育士

の意見を選定部会委員に説明し，最善の引継ぎ方法について審議され，一定の方向性

が示されました（平成３０年２月９日付け「平成２９年度第１３回選定部会の資料及

び概要版の配布について」の概要版のとおり）ので，保護者の皆さんの御意見をお伺

いしたいと考えております。 

 

本来であれば，平成３０年２月２０日に開催しました第１４回選定部会において，

保護者と選定部会委員との意見交換を行い，現在審議している内容についてお伺いす

る予定でしたが，参加されました保護者の方から，未だとりまとめられていない募集

要項（案）に対しては意見ができないとの発言があり，選定部会として御意見を伺え

ませんでした。 

 

このため，第１４回選定部会で各選定部会委員が予定していた質問（選定部会終了

後に事務局が確認した内容）について，保護者の皆様にお伺いするものです。 

 

お手数ですが，別添えの保護者意見票を確認していただき，御意見がある場合は，

平成３０年３月２日（金）までに保育所に提出してください。 

 

 

参考１ 



京都市崇仁保育所の民間移管に関する御意見 

 

問１ お子さまの現在の歳児をお答えください。 

  ※ きょうだいで在籍されている場合は，複数の歳児にチェックをして複数の歳児にチェックをして複数の歳児にチェックをして複数の歳児にチェックをしてください。 

 

 ＜歳児＞ □０歳児（ひよこ）   □１歳児（うさぎ・ぱんだ） 

□２歳児（きりん・ぞう）□３歳児（赤ちゅうりっぷ・黄ちゅうりっぷ） 

□４歳児（こすもす）  □５歳児（ゆり） 

 

問２ クラス担当については，市の保育士と法人の保育士が一緒に担当となり，保育

の引継ぎを行うことについて，御意見があれば記載してください。 

 

 

 

 

 

 

（参考）第１４回選定部会資料２抜粋 

＜前回選定部会での主な意見＞ 

 ・ 市と法人の保育士がコミュニケーションを取ることが重要であり，各クラス担

任に市と法人それぞれの保育士を配置する方が望ましい。崇仁保育所の保育を引

き継ぐに当たっては，移管前の崇仁保育所の保育士が移管後に残ると上手くいく

のではないか。 

 ・ 市と法人の保育士が同じクラスに入ることで，スムーズな運営ができると思う。

そうでなければ，法人側が特定のクラスのことが分からないといったことにもな

りかねない。 

 ・ 先生同士の連携が取れていなければ，子どもは敏感に感じ取る。子どもに影響

が出ないように引き継いで欲しい。 

 

（参考）第１３回選定部会資料３抜粋 

＜各市営保育所保育士の主な意見＞ 

 ・ （歳児別の担任が市と法人で分かれる）この方法では保育が引き継がれないま

まに，法人職員と市職員がお互いに働きにくい状況になり，子どもにとって良く

ない。 

 ・ 市と法人の保育士がクラス担任として一緒に保育をした方が市の保育を伝えや

すい。 

 ・ 歳児によって市と法人が分断されていると，市と法人の連携・協力体制が構築

できない。 

 ・ 法人の保育士と一緒に保育をすることで保育を伝えることができ，引継ぎを頑

張ることができる。 

 

 

 

 



問３ 市の保育士の派遣期間については，５年ではなく３年とすることについて，御

意見があれば記載してください。 

 

 

 

 

 

（参考）第１４回選定部会資料２抜粋 

＜前回選定部会での主な意見＞ 

 ・ 担任として，市と法人それぞれの保育士を配置するのであれば，５年よりも短

い期間で引継ぎができる。３年で十分ではないか。 

 ・ 保護者は５年間市の保育士が関わると安心すると思うが，実際に保育園を運営

する側からすると５年は長すぎると思う。一番大事なことは子どもが保育園を楽

しいと思うことであり，そうなれば保護者は納得すると思う。そのためには，引

継ぎをきっちりと行う必要がある。 

 ・ 民間移管と移転が同時にある平成３２年度が心配である。移管前の保育士が１

年間残ってくれれば，１年間で新しい園舎にも慣れることができ，２年目以降に

ついては，市の保育士，法人の保育士にかかわらず担任が持ち上がってくれれば，

さらに安心できるのではないかと思う。 

 

（参考）第１３回選定部会資料３抜粋 

 ＜各市営保育所保育士の主な意見＞ 

 ・ 法人と一緒に保育をすれば，引継ぎに５年も必要としない。長い期間をかける

のではなく，短い期間でしっかりと引継ぎに取り組むべきである。 

 ・ 人事異動があった場合，担任が変わることになる。同じ担任が持ち上がらない

と意味がない。 

 

問４ 園舎の整備において，御意見があれば記載してください。 

  （現在の崇仁保育所の使い勝手や評価，新園舎に望むこと，子育て環境として重

要視すること等） 

 

 

 

 

 

 

 

問５ その他，御意見があれば記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 



平成３０年２月２３日 

  

 崇仁保育所保護者の皆様 

 

京都市子ども若者はぐくみ局  

幼保総合支援室公営保育所課長  

 

 

平成２９年度第１４回市営保育所移管先選定部会の資料及び概要の配布について 

 

 

 日頃は，本市の保育施策及び保育所運営に多大な御理解と御協力をいただき，誠に

ありがとうございます。 

平成３０年２月２０日に開催した「平成２９年度第１４回市営保育所移管先選定部

会」の資料及び当日の概要をまとめた資料をお配りします。 

 なお，資料３「崇仁保育所移管先法人募集要項（案）」については，第１３回市営

保育所移管先選定部会の資料から変更はありませんので，お配りしておりません。 

参考２ 
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平成２９年度第１４回市営保育所移管先選定部会 概要 

 

日  時：平成３０年２月２０日（火）午後６時頃から午後８時頃まで 

場  所：メルパルク京都 研修室３，４  

 

１ 平成２９年度崇仁保育所移管先法人募集要項（案）について 

＜事務局からの説明＞ 

第１４回選定部会における審議事項≪資料２≫ 

資料記載のとおり 

 

＜審議内容【○：部会委員】 ※意見交換までの時間，「６ 整備計画」について審議＞ 

○ 事業計画においては団体のＰＲの項目があるので，整備計画においても整備方針の項目

の中に団体のＰＲを記載できるようにしてはどうか。 

○ 施設の整備に関し，保護者から寄せられた要望が応募する法人に伝わるようにしていく

べきである。募集要項の参考資料として添付している「保護者のページ」に足せばよいの

ではないか。 

○ 実際に応募団体がどこまできっちりとした内容を記載して応募してくるか，中身の深さ

が需要である。参考とした文献や先進事例を書かせる等，高いレベルの資料が出てくるよ

うな工夫が必要ではないか。 

○ 駐車場や駐輪場の確保の状況，セキュリティの配慮について，慎重な審査が必要である。 

○ 係数やウエイトについては，賛成する。 

   ⇒ 「整備方針」の係数は「５」，「資金計画」の係数は「３」とする。また，整備計画の

「整備方針」に団体のＰＲ欄を設けるとともに，参考とした文献や実例等を記載させる

ような様式とする。 

 

２ 平成２９年度崇仁保育所移管先法人募集要項（案）に係る崇仁保育所保護者との意見交換に

ついて 

＜保護者の発言（要旨）【○：保護者】＞ 

  ○ 派遣期間が５年から３年に変わるという方針転換があり，新しい募集要項案が作られ，

それに基づき保護者説明会が開催されると思っていたがなかった。このような状況では意

見を取りまとめられない。 

○ 市は選定部会委員に対して，保護者の意見やアンケート結果を正しく伝えていない。 

  ○ 意見交換の日程の延期を申し入れたが，市は「資料は理解できるよう作成しており，時

間は十分設けている」と説明する等，育児をする保護者のことを理解していない。 

  ○ 障害児の受入について，民間での受入が進んでいないにもかかわらず，崇仁保育所の民

営化を進めれば，子どもたちにしわ寄せがくる。 

  ○ （せいしん幼児園，春日野園の例を掲げて，）民間保育園では質の低い園もある。 

  ○ これまでの選定部会において菱田委員（崇仁自治連合会会長代行）や鎌田委員（稚松連

合会会長）に不適切又は理解不足の発言があったのは，人選も含めて京都市の責任である。 

  ○ 市から明確な説明が無いため，今の段階では，意見交換はできない。今日は意見交換は

できないという前提で出席している。勝手に話を進めないでもらいたい。 
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  ○ 選定委員が公平な審査をするか心配である。市としても誠実に対応して欲しい。 

  ○ 今までの選定部会と委員が異なるが，建築の専門家や地元の代表者がいて，きちんと保

育の議論ができるのか。 

  

３ 平成２９年度崇仁保育所移管先法人募集要項（案）について 

＜審議内容【○：部会委員】 ※「１ クラス担当保育士の配置」から「５ 点数配分」につ

いて審議＞ 

  クラス担当保育士の配置 

○ 今の崇仁保育所の保育士が残ることを前提で進めることが望ましい。 

○ ３２年度は１～５歳児に各クラス１名ずつ法人の保育士，３３年度は２～５歳児の各歳

児に２名の法人の保育士，３４年度は３～５歳児に市の保育士が各クラス１名ずつという

形で移行していくのが良いのではないか。 

  派遣期間 

 ○ 崇仁保育所の保育士が残り，法人の保育士と混在するのであれば，コミュニケーション

も取れることになり，良いと思う。 

○ 異動等にも配慮が必要ではないか。 

○ ３年間の派遣期間が終了する前の三者協議会等の場で，問題が生じていないかきちんと

確認していくことが必要である。 

  法人の主任保育士 

  意見なし。 

  ⇒ 法人の主任保育士を置くことを確認 

  移管後の運営に係る基本事項における「保育士」の要件 

○ ０歳児は法人の保育士のみが担当するため，乳児の保育経験は必要であり，人数はこれ

までどおり２名以上で良いのではないか。 

○ 修学院保育所及び淀保育所の際の規定でよい。歳児ごとに経験者がいて，引継ぎがしや

すい形が望ましい。 

  ⇒ これまでと同じ要件とすることを確認。 

  点数配分 

 ○ 他都市との比較もあるが，事業計画の比重を高くしても良いのではないか。整備計画の

配点を事業計画に移してはどうか。 

○ 運営実績より事業計画にウエイトを置いた方が良いのではないか。 

○ これまで運営実績と事業計画は同じ割合として選定部会で議論してきた経過があり，両

者は同じ割合で検討した方が良いと思う。 

○ これまでやってきた運営の評価より，より高いレベルの運営を求めるのであれば，事業

計画を高くすると良いのではないか。整備計画は事業計画と連動しており，事業計画が良

いものでなければ，良い整備計画は出てこない。点数配分としては，これまでの案どおり

で良いのではないか。 

 ⇒ 整備計画の点数配分については，これまでどおり５０点とする案と，３０点程度に下

げる２案で，再度次回の選定部会で議論する。 



平成３０年２月９日 

  

 崇仁保育所保護者の皆様 

 

京都市子ども若者はぐくみ局  

幼保総合支援室公営保育所課長  

 

 

平成２９年度第１３回市営保育所移管先選定部会の資料及び概要の配布について 

 

 

 日頃は，本市の保育施策及び保育所運営に多大な御理解と御協力をいただき，誠に

ありがとうございます。 

 平成３０年２月６日に開催した「平成２９年度第１３回市営保育所移管先選定部

会」の資料及び当日の概要をまとめた資料をお配りします。 

参考３ 
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平成２９年度第１３回市営保育所移管先選定部会 概要 

 

日  時：平成３０年２月６日（火）午後６時３０分頃から午後７時５０分頃まで 

場  所：キャンパスプラザ京都 ホール 

 

１ 「市営保育所の民間移管に関する意向調査」の結果概要について≪資料１≫ 

＜事務局からの説明＞ 

１月４日から２３日まで，市内の民間保育園，認定こども園，私立幼稚園を対象として，崇

仁保育所の移転及び民間移管に係る意向調査を実施し，「移管を受けることを検討したい」との

回答が１箇所，「関心があり，詳しい話を聞きたい」との回答が５箇所であった。 

 

２ 平成２９年度崇仁保育所移管先法人募集要項（案）について 

＜事務局からの説明＞ 

  保護者説明会の概要≪資料２≫ 

資料記載のとおり 

 

  職員派遣に関する意見≪資料３≫ 

資料記載のとおり 

 

  募集要項（案）≪資料４≫ 

前回の選定部会における委員の意見を踏まえ，整備計画の審査項目として，「整備方針」

を追加したほか，整備内容の審査項目として，「地域の生活文化，歴史性を踏まえた整備内

容」を追加した。また，「財務状況及び資金計画」の審査項目については，「資金計画」に

統一し，係数を「４」に設定している。資料４の該当するページは，２３ページ，１１１

ページ，１１７ページ及び１２０ページとなっている。 

 

＜審議内容【○：部会委員】＞ 

○ 市と法人の保育士がコミュニケーションを取ることが重要であり，各クラス担任に市と

法人それぞれの保育士を配置する方が望ましい。崇仁保育所の保育を引き継ぐに当たって

は，移管前の崇仁保育所の保育士が移管後に残ると上手くいくのではないか。 

○ 市と法人の保育士が同じクラスに入ることで，スムーズな運営ができると思う。そうで

なければ，法人側が特定のクラスのことが分からないといったことにもなりかねない。 

○ 先生同士の連携が取れていなければ，子どもは敏感に感じ取る。子どもに影響が出ない

ように引き継いで欲しい。 

○ 担任として，市と法人それぞれの保育士を配置するのであれば，５年よりも短い期間で

引継ぎができる。３年で十分ではないか。 

○ 保護者は５年間市の保育士が関わると安心すると思うが，実際に保育園を運営する側か

らすると５年は長すぎると思う。一番大事なことは子どもが保育園を楽しいと思うことで

あり，そうなれば保護者は納得すると思う。そのためには，引継ぎをきっちりと行う必要

がある。 
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○ 民間移管と移転が同時にある平成３２年度が心配である。移管前の保育士が１年間残っ

てくれれば，１年間で新しい園舎にも慣れることができ，２年目以降については，市の保

育士，法人の保育士にかかわらず担任が持ち上がってくれれば，さらに安心できるのでは

ないかと思う。 

○ 市と法人の保育士が一緒にクラス運営をしていくのであれば，移管後の運営に係る基本

事項における保育士の要件が必要と考える。具体的な要件については検討が必要。 

○ 市の副園長と対等に新しい園舎での保育を考えていく職員が必要であること，法人職員

の相談等に対応する職員が必要であることから，法人の主任保育士が必要ではないか。 

 

引継ぎ方法等についての方向性（選定部会案） 

・ 移管日の前日に在所している児童のクラス担当については，市と法人それぞれの職員を配

置する。 

・ 市の職員の派遣期間は３年間とする。 

・ 法人の主任保育士を配置する。 

・ 法人の保育士の要件を設ける。 

 

３ その他 

  平成３０年２月２日付けで崇仁保育所育成会会長から京都市（子ども若者はぐくみ局幼保総

合支援室），選定部会及び選定部会委員宛てに「平成３０年２月２０日の「第１４回市営保育所

移管先選定部会」における保護者との意見交換の延期を求める要請書」が提出されましたが，

選定部会での報告及び確認の結果，当初の予定どおり，２月２０日に保護者と選定部会委員と

の意見交換を開催することとしましたので，併せてお知らせします。 



平成３０年１月２２日  

京都市崇仁保育所 保護者の皆様 

京都市子ども若者はぐくみ局  

幼 保 総 合 支 援 室  

 

京都市崇仁保育所の民間移管に関する御意見について 

 

日頃は，本市の保育行政に御理解，御協力をいただき，誠にありがとうございます。 

崇仁保育所の民間移管に当たっては，これまでの市営保育所の民間移管と異なり，

園舎の移転と民間移管が同時に行われることから，児童への影響に配慮し，「移管日

の前日に在所している児童が卒所するまでの期間，在所児が在籍するクラスについて

は，市の保育士を派遣する」（裏面参照）ことを，選定部会において提案しました。 

 

１２月２６日に開催した選定部会における提案及び募集要項案について，１２月と

１月の２回に分けて説明会を開催し，皆様に説明させていただいたところですが，よ

り幅広く皆様の御意見をお伺いするため，別添のとおり意見票をお配りしますので，

御意見等を御記入のうえ，１月２９日（月）までに保育所に御提出いただきますよう

よろしくお願いします。 

 

なお，選定部会及び保護者説明会における主な意見は，次のとおりです。 

 

＜第１２回選定部会での意見＞ 

 ・ 担任が市と法人とに分かれてしまうが，保育の引継ぎという意味では上手くい

くのか。現場の声も聴いて担任も割り振っていく必要があるのではないか。 

 ・ 市と法人がはっきりと分かれるのは，組織運営上，難しいのではないか。混在

している方が引き継ぎやすいと思う。 

 ・ 現在入所していない児童の保護者の意向を確認するためにも，三者協議会にお

いて，卒所まで市の保育士の派遣が必要かどうか協議していく方が良いのではな

いか。 

 

＜保護者説明会の意見＞ 

 ・ 現場の保育士の意見を聞いてほしい。 

 ・ 保育方針も引き継いで欲しいが，民間になったら園長のやり方になるのではな

いか。 

 ・ 民間に派遣される保育士がかわいそう。居場所がないという声も聞いている。 

 ・ 担任の市の職員に人事異動があるのであれば，あまり意味がないのではないか。

市か法人かにかかわらず，同じ職員に保育してもらいたい。 

 ・ 市の職員が残るのはありがたいが，法人の職員とうまくコミュニケーションが

取れるのか不安がある。 

 ・ どのような影響があるのか，専門家の意見を聴くべきではないか。

参考４ 



＜１２月２６日の選定部会における提案内容＞ 

１ 提案の趣旨 

移管日の前日に在所している児童が卒所するまでの期間，在所児が在籍するクラスに

ついては，市の保育士を派遣することとします。 

なお，人事異動により，担当の保育士が変更となることがあります。 

 

２ 民間移管の時期 

  平成３２年４月（予定） 

   ※ 新園舎の建築が予定どおりに進捗した場合，平成３１年１０月に竣工する予定

であることから，年度替わりに移転と保育士の交代が同時に行われた場合の子ど

もへの影響に配慮し，保護者の意見を最大限踏まえながら，選定部会委員の意見

も聴取のうえ，時期を前倒しすることも検討します。 

 

３ 実施体制 

クラス担任の保育士に加えて，課長級の保育士の職員を副園長として派遣します。 

   年度ごとの職員配置の考え方 

   （市：市の保育士が担任，法人：法人の保育士が担任） 

 公営 民営 民営 民営 民営 民営 民営 

 ３１年度 ３２年度 ３３年度 ３４年度 ３５年度 ３６年度 ３７年度 

園 長 市 法人 法人 法人 法人 法人 法人 

副園長 市 市 市 市 市 市 法人 

ク
ラ
ス
担
任 

０歳 市 法人 法人 法人 法人 法人 法人 

１歳 市 市 法人 法人 法人 法人 法人 

２歳 市 市 市 法人 法人 法人 法人 

３歳 市 市 市 市 法人 法人 法人 

４歳 市 市 市 市 市 法人 法人 

５歳 市 市 市 市 市 市 法人 

休憩・休暇 市 法人 法人 法人 法人 法人 法人 

調理師 市 法人 法人 法人 法人 法人 法人 

 

＜現在の取組＞ 

選定部会と保護者説明会における御意見を踏まえ，引継ぎ方法や職員配置の考え方につ

いて，各市営保育所で説明し，意見を聴取しつつ，より良い提案となるよう検討していま

す。 

 

＜今後の予定＞ 

 各市営保育所から寄せられた意見や保護者の皆様の意見，選定部会からの意見を踏まえ，

次回の選定部会において，修正案を提示する予定です。 



京都市崇仁保育所の民間移管に関する御意見 

 

問１ お子さまの現在のクラス名をお答えください。 

  ※ きょうだいで在籍されている場合は，複数のクラス名に○をして複数のクラス名に○をして複数のクラス名に○をして複数のクラス名に○をしてください。 

 

  ＜クラス名＞ ひよこ（０歳）   うさぎ（１歳）  ぱんだ（１歳） 

  きりん（２歳）   ぞう（２歳） 

         赤ちゅうりっぷ（３歳）   黄ちゅうりっぷ（３歳） 

  こすもす（４歳）  ゆり（５歳） 

   

問２ 本市が提案した「移管日の前日に在所している児童が卒所するまでの期間，在

所児が在籍するクラスについては，市の保育士を派遣する」方法での民間移管に

ついて，御意見があれば記載してください。 

 

 

 

 

 

 

問３ 平成３２年４月に予定している移転及び民間移管について，新園舎の建築が予

定どおりに進捗した場合，平成３１年１０月に竣工する予定であることから，時

期を前倒し（平成３１年１１月～平成３２年３月までの間のいずれか）すること

も検討しています。今のお気持ちに当てはまる番号に○を付けてください。 

  １ 平成３２年４月を希望する。 

  ２ 平成３２年３月以前を希望する  

    １又は２を選んだ理由： 

 

 

問４ 選定部会の資料としてお配りしている募集要項案について，御意見があれば記

載してください。 

 

 

 

 

 

問５ その他，御意見や御要望がありましたら記載してください。 

 

 

 

 

 

御協力ありがとうございました。 
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次、意見交換時のため用意していた資料の配布について 

 

崇仁保育所育成会 

会長 廣岡 磨起 

 

 ２０１８年２月２０日の選定部会内での意見交換において、保護者会との意見交換会に

ついてあらためて日を設けて実施するよう求める意見をお伝えしました。また、障害児保

育に関わる深刻な状況などをお伝えし、より深い議論をしていただくようお願いしていま

す。しかし２３日には京都市の担当課長を通じて、あらためて意見交換会を実施すること

はないとの通告を受けました。これを受けて３月１日には「崇仁保育所の民間移管に関する

抗議書兼要求書」として意見交換を実施してほしいという旨と、安保千秋部会長及び菱田

委員を市営保育所移管先選定部会の委員から解任してほしいという旨を提出しています。 

 この度、次、意見交換時のため用意していた資料を配布させていただき、あらためて意

見交換の場を設定していただきますよう要請いたします。 

 

以上 

 

参考５
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資料1)資料1)資料1)資料1)　　　　敷地面積敷地面積敷地面積敷地面積についてのについてのについてのについての考察考察考察考察

現状 移転後
幼児棟 乳児棟 合計 幼児棟 乳児棟 合計

敷地面積(㎡) 3432 1085 4517 敷地面積(㎡) 1930 ※
園庭面積(㎡) 1789 242 2031 園庭面積(㎡) 未定
定員 140 定員 170 140

児童１人に対す
る敷地面積(㎡)

32.3
児童１人に対す
る敷地面積(㎡)

11.4 13.8

減少率 35% 43%

（参考資料）
平成２９年度　第１２回　市営保育所移管先選定部会　配付資料

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

考察

・移転後の敷地面積は、現在の約4割。現在の園庭面積よりも狭い。

・移転後の園庭の面積は、1270㎡から新園舎が建設される面積を除いた広さになるため、非常に狭くなる。

・移転により現在の保育環境を園庭のスペースに詰め込みようなイメージ。

・児童１人に対する敷地面積は約３分の１になる。

※ただし、敷地に管理棟、体育館があるため、実際にはこれを
除いた１２７０㎡の敷地に新園舎を建設し、園庭を確保すること
になる。

未定
未定




